
伊賀で育つ子どもたちが

夢や希望をあきらめず、

将来の選択肢を持てるように

「子ども第三の居場所」説明資料
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日本では、９人に１人の子どもが

貧困家庭で育っている

厚生労働省2022年 国民生活基礎調査
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子どもの誕生日プレゼントや
ケーキを用意できなかった

２０％ （食糧支援を受けている家庭）

クリスマスプレゼントやケーキが用意できなかった

 １６％ （食糧支援を受けている家庭）

※伊賀市社協主催フードパントリー事前アンケートから（2024年7月7日）
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世帯年収と子どもの学力

出展 : 国立大学法人お茶の水女子大学 平成 30 年 3 月 30 日平成 29 年度
「学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究」保護者に対
する調査の結果と学力等との関係の専門的な分析に関する研究調査より
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学歴で生涯年収にも差が出る社会
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社会構造が明らかに

社会全体で子どもを育んでいく必要性

「食事」「学習」「生活必需品」「愛情」「社会性」「生活

習慣」「居場所」「体験」「世帯の生活力」の不足、「ヤン

グケアラー」を含めた問題に焦点を当て、社会問題に対する

対処療法に留まらず、根本治療や予防となる活動も行い、

貧困の連鎖を断ち切り、子どもが夢や希望をあきらめず、

将来の選択肢の広がりに繋がる活動を行っていきたい。
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子ども支援活動



子ども た ちが安心 し て過 ごせる環境で 、 自己肯定感 、
人や社会 と関わ る力 、 生活習慣 、 学習習慣な ど 、
将来の自立に向け て生 き抜 く 力 を育む こ と を

目的 と し た 居場所





いがっこの家 上野忍の取り組み

多
目
的
コ
ー
ナ
ー

学
習
コ
ー
ナ
ー

外
観

玄
関
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●基本的な生活習慣を身に
つけることができる

●基本的な社会性を
身につけることができる

●心の拠り所となる居場所
がある

●大人が担うべき家族の介護・世
話を日常的にしている状況にある
子ども（ヤングケアラー)の減少

生活習慣・社会性

●非認知能力が低い生活困
窮世帯の子どもの減少

●子ども時代に誰もが経験
していることを経験できる

非認知能力

●満足な食事ができる

●世帯の生活力の向上

●生活必需品や生活に必要不
可欠な事項の資金が不足して
いても用意することができる

●適正な医療を受けること
ができる

生活基盤生活基盤

●十分な教育を受ける
ことができる

学 習

で実現したい目標
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対自的
維持・調整系能力群

自分と向き合う力
○自制心
○忍耐力
○レジリエンス
（回復力） ・・・など

対自的
変革・向上系能力群

自分を高める力
○意欲・向上心
○自身・自尊感情
○楽観性 ・・・など

対他的
協調・協働系能力群

他者とつながる力
○コミュニケーション力
○共感性
○社交性・協調性 ・・・など

3つのグループで分類した非認知能力



どのような環境に生まれ育っても、

全ての子どもが

食事や学習の機会、生活必需品、愛情など、

育つために当たり前に必要な環境が

得られる社会の実現
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